
No.８ 

翼 

Wings 

 

 

たとえ文明がいくら高度になろうとも、 

芸術は結局、人間性に行きつくだろう 

 

「君はなぜ生きているのか、 

     その答えを出すために生きているんだよ」 

               と、美術の先生は言った 

 

偶然という進化の中で、なぜこの時代の 

それも「僕」という人間に生まれてきたのだろうか？ 

手は翼にはならなかった 

ダーウィンの進化論の中で、僕の手は 

空を自由に飛べる翼にはならなかったけれど、 

文字を書くことができるし、絵を描くこともできる 

想像力はどこまでも飛んでいくだろう 

✍ 
無機質な目をした少女とすれ違う 

感受性こそが生きている証ではないか 

人間は機械ではないのだから 

難しいことではあるけれど、 

美しいものを美しいと言える人でいたい 

正しいことを正しいと言える人でいたい 

宇宙とつながるはずの空の下で、 

手が翼ではなくて良かったかもしれない 

 


